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2020年5月18日 

各 位 

                       会 社 名   ＡＧＣ株式会社 

                       代表者名   代表取締役社長執行役員 島村琢哉 

                            （コード番号 5201 東証第 1 部） 

                       問合せ先   広報・ＩＲ部長 玉城和美 

                            （ＴＥＬ．03－3218－5603） 

 

連結業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催した取締役会において、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を踏まえ、2020 年 2

月 5 日に公表しました 2020 年 12 月期第 2 四半期（累計）および通期の連結業績予想並びに 1 株当たり

配当予想を下記のとおり修正することを決議しましたので、お知らせします。 

 

記 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2020 年 12 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正 

（2020 年 1 月 1 日～2020 年 6 月 30 日）                  （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 
税引前 

四半期利益 

四半期 

純利益 

親会社の所有

者に帰属する

四半期純利益 

基本的 

1株当たり 

四半期純利益

（円） 

前回発表予想（Ａ） 750,000 50,000 - - - - 

今回修正予想（Ｂ） 650,000 25,000 - - - - 

増減額 （Ｂ－Ａ） △100,000 △25,000 - - - - 

増減率（％） △13.3 △50.0 - - - - 

（ご参考） 

前期実績 

（2019 年 12 月期第 2 四半期） 

737,489 41,487 
 

- 

 

- 

 

- 

 

- 

 

（２）2020 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 

（2020 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日）                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 税引前利益 当期純利益 
親会社の所有

者に帰属する

当期純利益 

基本的 

1株当たり 

当期純利益

（円） 

前回発表予想（Ａ） 1,550,000 120,000 107,000 80,000 69,000 311.85 

今回修正予想（Ｂ） - - - - - - 

増減額 （Ｂ－Ａ） - - - - - - 

増減率（％） - - - - - - 

（ご参考） 

前期実績（2019 年 12 月期） 
1,518,039 101,624 76,213 55,515 44,434 200.85 
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２．配当予想の修正について 

 

年間配当金 

第 2 四半期末 期 末 合 計 

 円  銭 円  銭 円  銭 

前回発表予想 65.00 65.00 130.00 

今回修正予想 - - - 

当期実績 - - - 

（ご参考） 

前期実績（2019 年 12 月期） 
60.00 60.00 120.00 

 

３．連結業績予想および配当予想の修正理由 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、当社グループでは複数の事業で需要の減少およびお

客様の生産調整の影響を受け、出荷が減少しています。特にガラスセグメントでは、第 1 四半期におい

て中国の自動車用ガラスで影響が出たほか、3 月中旬以降より建築用ガラス、自動車用ガラスの稼働調

整が本格化し、第 2 四半期は当初想定から大幅な減収減益となる見込みです。また、電子セグメント、

化学品セグメントにおいても一部製品の出荷が影響を受ける見込みであることから、2020 年 2 月 5 日

に公表した第 2 四半期（累計）連結業績予想について上記のとおり修正しました。 

 

新型コロナウイルスの収束時期の見通しは立っておらず、今後の需要動向についても不透明な状況で

す。このような状況下において、現時点では当社グループの業績に影響を与える未確定な要素が多く、

業績予想の合理的な算定が困難であることから、通期連結業績予想および配当予想については、一旦取

り下げ未定とし、今後、合理的な予想が可能となった時点で改めて開示いたします。 

 

なお、第 2 四半期（累計）連結業績予想については、新型コロナウイルス感染拡大の影響による多く

の国や地域における経済活動の抑制が継続することを前提に、前述の事業活動への影響等を踏まえ当社

グループとして現時点で把握できる情報をもとに算定しています。また、第 2 四半期（累計）の連結業

績予想の修正にあたっては、期中平均為替レートを対米ドル 110.0 円から 107.0 円に、対ユーロ 120.0

円から 117.6 円に見直しています。 

 

  以 上 


